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論文審査の要旨（400字以内） 

 

学位申請者に対して，本研究の背景と目的について質問した．関節リウマチ 

(RA)患者は多彩な併存症を有しており，その進展や増悪による入院が多い．そ

こで RA患者の IORRAコホートを用いて入院の実態を調査した．申請者に対し

ては疫学調査の手法，入院の原因疾患の内訳，その理由などについて質問した．

その結果，疫学手法，統計学的手法には十分理解しており，原因疾患としては

呼吸器感染症が最も高頻度であることとその想定される原因を説明することが

できた．ここでみられる入院は，あくまで RA自体の悪化によるものではなく，

合併症による入院であることより，その予防として様々なワクチンの接種や低

アルブミン血症に対する栄養管理などの必要性が指摘された．将来の RA 診療

に大きく寄与する研究と判断し，学位資格の授与に十分値すると判断した． 

 

  

                                

 

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に医学部学務課へ

ご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8条] 
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